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発達・精神障害のある人たちとともに “価値を創造する”

What’s CREAVA ?
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CREAVA ?

自
分
ら
し
く
生
き
る
地
域

2
0
1
6
年
4
月
に
発
達
障
害
支
援
施

設
と
し
て
開
所
し
た
ク
リ
エ
バ
。

『
ク
リ
エ
バ
っ
て
、
ど
ん
な
意
味
？
』
と
よ
く

聞

か

れ

ま

す

。
実

は

ク

リ

エ

バ

、

c
r
e
a
t
e

v
a
l
u
e
（
価
値
を
創

造
す
る
）
と
い
う
意
味
で
す
。

当
事
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
そ
の
保

護
者
や
家
族
な
ど
の
身
近
な
人
々
の
支
援

と
、
ご
近
所
や
学
校
、
職
場
に
お
け
る
理
解

と
協
力
の
促
進
と
い
っ
た
地
域
社
会
づ
く

り
を
柱
に
す
す
め
て
い
ま
す
。

そ
の
根
底
に
は
、
発
達
障
が
い
に
起
因
す

る
違
い
や
特
性
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
と
ら
え

る
の
で
は
な
く
、
『
発
達
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
の
多
様
性
や
強
み
を
生
か
す
社
会
の

実
現
』
と
い
う
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
い

き
た
い
と
い
う
想
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

発
達
障
が
い
の
困
難
さ

ク
リ
エ
バ
で
は
発
達
障
が
い
に
関
わ
る

ご

相

談

を

お

聞

き

し

、
発

達

検

査

(

W
A
I
S
ー
Ⅳ)

や
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を

ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
相
談
で
最

も
多
い
内
容
は
『
対
人
関
係
』
で
す
。
特
に
知

的
障
害
を
と
も
な
わ
な
い
自
閉
症
ス
ペ
ク

ト

ラ

ム

障

害(

A
S
D)

の

方
々
は

幼

少

期

か
ら
周
り
と
の
違
い
を
感
じ
、
一
人
で
過
ご

す
こ
と
が
多
か
っ
た
り
、
友
だ
ち
が
で
き
て

も
グ
ル
ー
プ
に
う
ま
く
馴
染
め
ず
、
大
人
に

な
っ
て
も
人
と
の
関
わ
り
に
不
安
を
持
っ

て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

ポコラート全国公募展
ビック・アイアートプロジェクト

パラリンアートカップ
産経はばたけアート公募展

日本財団 DIVERSITY IN THE ARTS公募展
かんでんコラボ・アート

森林(もり)のギャラリー展示 2018年

ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

出
展
一
覧
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What’s

大阪市内からクリエバのアクセス

JR環状線で
●天王寺駅→(外回り)約3分 今宮駅
今宮駅→徒歩約15分

大阪メトロ
●天王寺駅→御堂筋線で大国町→四ツ橋線→花園町
→徒歩約15分

大阪シティバス
●あべの橋西(52番)なんば行き
●なんば（52番）あべの橋行き
→西成障害者会館 下車
→徒歩1分

ま
た
、
努
力
し
て
入
っ
た
就
職
先
で
も
忘
れ

物
や
ミ
ス
が
多
い
、
上
司
・
同
僚
・
お
客
さ

ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く

い
か
な
い
、
提
出
物
の
期
限
を
守
る
た
め
に

家
に
持
ち
帰
り
夜
通
し
で
作
成
す
る
日
々

が
続
く
、
家
事
が
で
き
な
い
な
ど
、
一
つ
ひ

と
つ
は
よ
く
あ
る
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま

す
。
し
か
し
、
当
事
者
た
ち
の
生
活
で
は
こ

の
よ
う
な
毎
日
が
続
き
、
ま
た
で
き
な
い
こ

と
を
上
司
や
家
族
な
ど
か
ら
注
意
さ
れ
る

こ
と
で
仕
事
や
生
活
面
で
何
ら
か
の
支
障

を
き
た
し
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
職
場
の
上
司
に
『
発
達
障
が
い

で
は
？
』
と
指
摘
さ
れ
て
相
談
に
来
ら
れ
る

方
も
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
歩
み

2
0
2
1
年
4
月
で
ク
リ
エ
バ
設
立
5
年
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

①
相
談
す
る
場

②
安
心
で
き
る
自
分
の
居
場
所

③
人
と
の
交
流

④
学
ぶ
場

⑤
働
く
場
・
地
域
に
貢
献
す
る
場

を
創
出
し
、
こ
れ
ま
で
の
通
所
型
に
と
ど
ま

ら
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
通
話
に
よ
る
リ
モ
ー
ト

型
や
相
談
員
や
専
門
職
員
に
よ
る
訪
問
型

等
、
充
実
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ

の

方

が

こ

れ

ま

で

生

き

て

き

た

ス

ト
ー
リ
ー
を

受

け

止

め
、
可

能

性

を

い

っ

し
ょ
に
信
じ
、
将
来
に
向
け
た
一
歩
を
踏
み

出
せ
る
よ
う
、
み
な
さ
ま
と
い
っ
し
ょ
に
成

長
し
て
い
き
ま
す
。

ご
本
人
・
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
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3通所型

カフェ運営

働く体験
■接客業務
■事務作業
■運営業務など

自宅以外に安心できる自分の居場所を見つけ

人との交流の場

学ぶ場

働く場・地域に貢献する場

を創出します

就労について学ぶ場

大人の発達障害専門プログラム
■実践型SST
■VRSST
■パソコンスクール
■ライフスキル
■キャリアサポート

アート活動

文化的活動の促進
■アート活動
■デザインを商品化
■SNSで発信

ピアサポート活動

アセスメント

アセスメント・サポート一覧
■検査・診断サポート
■困りごとサポート
■就労アセスメント

ピアサポートプログラム
■ASDの会
■クリエバ企画室
■女子会
■青空カフェ
■CREABAND！

勇気を持って相談された想いを受けとめ

安心できる自分の居場所や

人との交流の場をつくり

ここからの“学び”を深め

本来、あなたが持っている

強みや可能性をともに探していきます
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働く場
地域に貢献する場

学ぶ場

人との
交流の場

安心できる
自分の居場所

相談する場
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1

リモート型 訪問型

4

5

オンライン相談 訪問相談

オンラインによる相談
■通話
■ビデオ通話
■メール相談

訪問による相談
■信頼づくり
■家族支援
■外出同行など

オンライン座談会 ピアサポート訪問

プログラム見学 ／ 座談会参加
■ASDの会
■クリエバ企画室
■女子会
■青空カフェ
■CREABAND！

ピアサポートによる訪問
■信頼づくり
■つながりづくり
■外出同行など

オンライン講座 リカリハ Recovery Rehabilitation

在宅ワーク

専門の講師による講座
講座の一例
■発達障害について(本人向け)
■発達障害について(家族向け)
■各種プログラムへの参加

理学療法士による訪問型のリハビリ
■心身機能の評価
■ストレッチ
■軽い運動などで心を整える

リカバリーについて
概念は他者とのつながり、将来への希望を持つこと、生活
の意義、人生の意味などを含む広いものとなっています

在宅ワークサポート
■職種内容の説明
■具体的な仕事の提案
■継続的な仕事のサポートなど



相談する場
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相談の流れ

①
電
話
か
メ
ー
ル
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

②
面
談
・(

来
館
・
オ
ン
ラ
イ
ン
・
訪
問)

※
訪
問
は
西
成
区
ま
た
は
近
隣
区

③
サ
ポ
ー
ト
内
容
の
ご
提
案

④
制
度
申
請
・
契
約

⑤
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

※
3
・
4
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

障害者支援を受けることのハードルの高さ

■

利

用

さ

れ

て

い

る

方

の

声

ク

リ

エ

バ

の

皆

様

は
、
良

い

意

味

で

友

人

や

同

僚

の

よ

う

に

普

通

に

接

し

て

く

だ

さ

り
、
苦

手

な

部

分

を

認

め

て

助

け

る

よ

う

な

視

点

で
、

本

当

に

あ

り

が

た

い

で

す
。

今

で

こ

そ

受

け

入

れ

て

開

き

直

っ

て

い

ま

す

が
、

障

害

者

支

援

を

受

け

る

と

は
、
と

て

も

ハ
ー
ド

ル

が

高

く

て

勇

気

が

い

り

ま

し

た
。

障

害

者

と

言

わ

れ

て

傷

つ

き
、
仕

事

が

で

き

な

く

て

落

ち

込

み
、
見

下

さ

れ

る

の

を

覚

悟

し

て

受

け

た

の

に
、
本

来

な

ら

仕

事

は

で

き

て

当

然

な

の

に
、
働

く

し

ん

ど

さ

に

共

感

し

て

く

だ

さ

り
、
い

つ

も

何

か

し

ら

見

つ

け

て

褒

め

て

く

だ

さ

り
、
認

め

て

く

だ

さ

り
。

社

会

に

出

る

と

生

活

の

中

で

褒

め

ら

れ

る

こ

と

な

ん

て

な

い

の

で
、
素

直

に

嬉

し

く
、
自

己

肯

定

感

を

取

り

戻

せ

て
、
仕

事

も

前

向

き

に

取

り

組

め

ま

す
。

【
在

職

者

3

0

代

女

性
】

診
断
・
障
害
者
手
帳
は
不
要

ク
リ
エ
バ
で
は
、
福
祉
制
度
・
障
害

に
つ

い

て

生
活

に

つ

い

て

・
就

労
や

ア
ル

バ

イ

ト
・

居

場

所

・

ひ
き

こ
も

り
・

在

職

者
・

家

族

の

ご

相
談

な
ど

発
達

障

害

を
中

心

と

し

た

相
談

を
随

時
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
の

段
階

で

精

神
疾

患

・

発

達

障
害

の
診

断
や

障

害

者
手

帳

の

有

無

は
問

い
ま

せ
ん
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
『
も
し
か
し

て
自
分
は
発
達
障
害
か
も
し
れ
な
い
』

な
ど
こ
れ
ま
で
を
ふ
り
返
り
、
特
性
が

あ
る
か
も
…
と
い
う
段
階
の
方
や
ま
た
、

現
に

働

い

て
い

る

方

や

就

職
活

動
中

の
方
、
発
達
障
害
と
診
断
さ
れ
て
間
も

な
い

方

な

ど
か

ら

の

相

談

も
増

え
て

き
て
い
ま
す
。

そ
う

い

っ

た
方

が

安

心

し

て
ご

利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
誰
に
も
話
せ

な
か
っ
た
悩
み
や
葛
藤
、
不
安
な
気
持

ち

に

寄

り

添

い
、
と

き

に

は

一

歩

下

が
っ
た
り
、
最
初
の
段
階
に
戻
っ
た
り
、

何
も
せ
ず
た
だ
じ
っ
と
待
つ
こ
と
、
そ

の
よ

う

な

状
況

で

も

受

け

止
め

る
こ

と
が
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
の
方
法
を
構
築

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



SSTプログラムのすゝめ

大 人 の 発 達 障 害 専 門

ク

リ

エ

バ

で

は
、
1

8

歳

以

上

を

対

象

と

し

た
「
大

人

の

発

達

障

害
」
に

向

け

て

ト

レ
ー
ニ

ン

グ

を

行

っ

て

い

ま

す
。
主

に

2

0

代

～
5

0

代

ま

で

幅

広

い

年

代

の

方

々

に

ご

利

用

頂

い

て

い

ま

す
。
目

的

と

し

て

は

就

職
、
休

職

か

ら

の

復

職
、
引

き

こ

も

り

か

ら

の

社

会

復

帰

な

ど

様

々

で
、

具

体

的

な

問

題

と

し

て

は

他

人

に

気

持

ち

が

上

手

く

伝

わ

ら

な

い
、
空

気

が

読

め

な

い
、
不

注

意

に

よ

る

ミ

ス

が

多

い
、
計

画

が

立

て

ら

れ

な

い

と

い

っ

た

内

容

の

ニ
ー
ズ

が

多

い

印

象

で

す
。

発

達

障

害

を

自

閉

症

ス

ペ

ク

ト

ラ

ム

障

害
（
以

下
「
A

S

D

」
と

い

う
。
）
、
注

意

欠

如

多

動

性

障

害
（
以

下
「
A

D

H

D
」
と

い

う
。）
、
学

習

障

害
（
以

下
「
L

D
」
と

い

う
。
）

を

含

め

た

広

義

と

し

て

捉

え
、
か

な

拾

い

テ

ス

ト

や

T

M

T

試

験

等

の

各

種

試

験

を

実

施

し
、
ど

の

障

害

の

要

素

が

強

い

か

評

価

し

ま

す
。
そ

の

後

各

々

の

症

状

や

特

性

に

合

わ

せ

て

、
ソ

ー

シ

ャ

ル

・

ス

キ

ル

・

ト

レ
ー
ニ

ン

グ
（
以

下
「
S

S

T
」
と

い

う
。）
や

A

D

H

D

に

対

す

る

ト

レ
ー
ニ

ン

グ
、
運

動

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

個

別

に

組

み

立

て

実

施

し

て

い

ま

す
。

S

S

T

で

は

最

新

V

R

機

器

を

使

用

し
、

対

人

コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー
シ

ョ

ン

の

改

善

を

図

り

ま

す
。

発
達
障
害

×

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

キャリアコース

6

様

々

な

シ

チ

ュ

エ
ー
シ

ョ

ン

の

中

で

他

人

と

の

円

滑

な

意

思

疎

通

や

良

い

人

間

関

係

を

築

く

為

に

必

要

な

思

考

と

行

動

を

考

え
、
繰

り

返

し

練

習

し

ま

す
。

A

D

H

D

に

対

す

る

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

で

は

1

点

に

集

中

す

る
、
同

時

に

何

か

を

行

う
、
別

の

こ

と

に

注

意

を

切

り

替

え

る
、

集

中

力

を

持

続

さ

せ

る

等

を

行

い

ま

す
。

自

分

の

苦

手

な

要

素

に

つ

い

て

把

握

し

実

際

に

失

敗

が

起

き

る

前

に

気

付

く

こ

と

で
、
そ

の

後

の

対

処

を

可

能

に

す

る

こ

と

を

目

標

に

し

て

い

ま

す
。

運

動

プ

ロ

グ

ラ

ム

で

は
、
姿

勢

矯

正
、
筋

緊

張

の

調

整
、
生

活

リ

ズ

ム

の

改

善

等

を

行

っ

て

い

ま

す
。
A

S

D

や

A

D

H

D

の

特

性

の

程

度

に

よ

っ

て

は

通

常

よ

り

も

日

常

生

活

上

の

ス

ト

レ

ス

が

大

き

く

な

る

場

合

が

あ

り

ま

す
。
そ

の

2

次

的

な

問

題

と

し

て

疲

労

の

慢

性

化
、
首

肩

こ

り
、

腰

痛
、
睡

眠

障

害
、
作

業

能

力

低

下
、
活

動

量

低

下
、
ス

マ

ホ

・

イ

ン

タ
ー
ネ

ッ

ト

依

存

等
、
身

体

の

不

調

を

抱

え

て

い

る

方

が

多

く

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

す
。
こ

れ

ら

の

問

題

に

対

し

て

身

体

の

ス

ペ

シ

ャ

リ

ス

ト

で

あ

る

理

学

療

法

士

が

評

価

と

治

療

を

行

い
、
必

要

な

場

面

で

の

作

業

効

率

の

向

上

を

促

し

ま

す
。
A

S

D

や

A

D

H

D

と

い

っ

た

精

神

面

の

ト

レ
ー
ニ

ン

グ

に

身

体

面

の

専

門

的

な

評

価

と

ア

プ

ロ
ー
チ

を

プ

ラ

ス

す

る

こ

と

で
、
よ

り

健

康

的

で

充

実

し

た

生

活

へ

と

導

き

ま

す
。

“大人SSTプログラム3”で検索していただくと、プログラムの詳細を見ることができます

キャリアカフェ

◇ キャリアコースの新しいプログラムのご紹介 ◇

パソコンスクール

今からはじめる“パソコンスクール”、
“パソコンスクール”から新たな一歩へ

パソコン入門
火曜日14:30-16:00

タイピングが苦手、コピー
＆ペーストってどうやる
の？フォルダの使い方は？
パソコンの基本操作から、
Word.Excel.PowerPointの基
本を学びます。

クリエイティブ入門
木曜日14:30-16:00

動画編集の制作・無料ソフ
トを活用したチラシやフラ
イヤーの作成、またホーム
ページなどのウェブ制作や
SNSの活用法等の基本を学び
ます。

アセスメントや実践型SSTの場

カフェ業務(接客・事務作業・
運営業務など)を通して自分を
知る機会や特性による困りご
とへの工夫や自分にあった対
策をいっしょに考えることが
できます。また、この場での
気づきが今後の就労に向けた
ヒントも得られます。

■『自分を知ること』をより深めたい場合

①発達検査 + ②大人SST + ③キャリアカフェ
とセットでご登録していただくことをおすすめします。



ピアサポのあれこれ。

『ピア』は英語のpeerで仲間・対等、『サポ』はsupportで援助を意味し、“仲間同士の支え合い”を表しています。

みんなー！
あつまれー！

当事者の想い
4月から新しくなった ASDの会。
これまではプログラム中の一つの項目でし
たが、発達障害の中でも特に周りから分かり
にくい障害とされている知的障害を伴わな
い“ASD”の方々は、通常の会話が苦手で
あったり、ほかの人と感情を共有することが
少ないという現状があります。
その他にも同じ習慣への強いこだわりや少
しの変化にも苦痛を感じるなど日常生活に
おいて困難を抱えながらも周りからは分か
りにくいため辛い思いをされている方も少
なくありません。

これからのサポートの形
これまでの支援の形は『支援者=支援する
人』で『当事者=支援される人』という一方通
行感がありました。ピアサポートの考え方は
当事者・支援者の間にピアサポーターがいて、
支援の受ける側・送る側の両方のポジション
を担う役割を持っています。
クリエバのASDの会では、同じASDと診断
されているスタッフがピアサポーターとして
参加します。

さまざまな生きづらさを抱えている女
性を対象に 「女性だけが持っている悩み
を伝えあえる、きもちを分かりあえる」
「さまざまなことを経験して、自分の将来
に向けての期待を膨らませる」 「自分を
大切にする方法を知り、自分で自分を大
切に思うきもちをもつ」 ことを目的とし
て取り組んでいます。

毎週水曜日 14:30-16:00
第3水曜日のみ15:30-17：00

女子会

毎週火曜日 16:00-17:30

クリエバ企画室

毎週月曜日 16:00-17:30

ASDの会

クリエバはcreatとvalueで
“価値を創造する”という意味
を持っています。新たな価値を、
利用されている方たちととも
に創造する場を以前からつく
りたいと考えていました。この
度クリエバ創設以来初めての
共同プログラムを新設しました。

新しいアイデアを形にしていく
プロセスをともに学び、感じ、
つくりあげていきたいと考え
ています。

●企画室の3本柱
①アート作品の商品化
②SNSの発信や分析
③地域において貢献する場
や働く場の準備室
この3点を中心に活動します。

02
TUESDAY

03
WEDNESDAY

Support by

たくさんのモノとの出会い、たくさ

んのヒトとつながる。つくって、つなが
る場所『つくるつながるマルシェ』さん
との初コラボ企画。笑顔が絶えない素敵
な時間をいっしょに過ごしませんか？

◆◆つくるつながるマルシェ◆◆

西区新町と北区中之島にあるエステ

サロンです。「あまりつめて通ってほし
くない。通わなくてもいい体にしたい」
がコンセプトのクリアさん。メイクやス
キンケアはもちろん、体のケアや悩みも
いっしょに解決策を考えてくれます。

Support by

◆◆クリアヒーリングサロン◆◆

同じ課題を持つ人たち
が互いに支え合い、課題
をありのままに語り合え
ることができるよう、こ
の会をピアサポーターの
モデルプログラムとして
推進していきます。

ピ
ア
サ
ポ
コ
ー
ス

企画室では、『新たなもの』をつく

る過程を大切にしていきたいと考えて

います。自分たちが携わり新しい商品

ができたり、今までにない発想で自分

たちの『貢献する場・働く場』をつ

くったりと、ともに挑戦し続けること

ができるよう計画・準備・実行してい

きます。興味のある方はまず、体験に

きてください。お待ちしております。

Message

7

01
MONDAY

Photo by masato Kamei

久木山
スタッフ



Support by
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ピアサポの流儀

毎週金曜日 16:00-17:30

CREABAND！

毎週木曜日 15:00-17:30

青空カフェ

青空カフェは、毎週木曜日に“ゆるっ

と”活動している不登校経験者のグ

ループです。お菓子づくりや外出、園

芸やイベントなどを通して交流を深め

ています。ぜひ気軽にのぞいてみてく

ださい！

●コース選択

enjoyコース
楽しみながら学ぶコースです。ある程度
弾きたい方におすすめです。コード譜で
簡単な曲から練習し、おしゃべりOK、
みんなでセッションやボーカルもOKです。

ステップアップコース
基礎から段階的にスキルアップを希望さ
れている方には、運指練習・リズム練習な
どのその人のニーズにあったカリキュラ
ムをご提案します。また、要望があれば
コード譜や楽譜の読み方、技法などの応
用の練習も可能です。

自主練コース
一人で練習したいけど家では音が気にな
り練習できない…ギター練習はしたいけ
どギターを購入するかまだ考えていない
などの方が対象です。場所の提供・ギ
ターの貸し出しのみも可能です。
もちろん、講師によるレッスンも可能。

2019年からスタートした
CREABANDは、ベーシスト
の雪谷まさよしさんを講師に
迎えギターレッスンを行って
います。
ギターを持っていなくても貸
し出しができ、自分のギター
を持ってきて弾いたり、機材
の相談やメンテナンスも自分
で行うことができるようにサ
ポートします。

FRIDAY

04
THURSDAY

Message

2020年1月に不登校・ひきこもり家族
カフェとクリエバとの共催で行われた不
登校の学習会をきっかけに不登校経験
者が気軽に交流できるスペースの立ち
上げを企画し、2020年6月より活動を
始めました。
毎週クッキングやお出かけ、フリートーク
など様々なイベントをしています。また、
参加者のひとりひとりが“青空カフェ”を
つくってほしいので毎週の活動内容や活
動に関することは参加者同士が話し合い
をして決めています。
10代から20代の不登校経験者を中心
に活動していますが、現在不登校の学生
さんの参加もお待ちしております。

クリエバでは、『ASD』であったり

『女性』や『不登校経験者』であっ

たり、そうしたくくりでの支え合いを

表し、大事にしているのは“対等な

関係”です。対等な立場で親身に対

応することが信頼関係を築く上で

大切と考えています。

ピアサポへの想い

この場に訪れる方々、それぞれの背

景を尊重し、参加者が安心して時

間を過ごし、他者とゆるやかに繋

がっていく場をクリエバと参加者が

ともにつくり続けていくことを目指し

ています。

そのため、実施に関して下記の工夫

やルールを設けています。

●お互いの信頼関係をいっしょに

つくります。

●ちゃんとしなくていい、リラックス

できる雰囲気をいっしょにつくります。

●参加の予約は不要です。

※初回は必要です

●遅刻もドタキャンもOKです。

●相手の話を批判・否定しないで。

●時間をひとりじめしないで。

●もし合わなかったら違うくくりで

グループをつくれます。

その他にも必要があればその都度

話し合いで決めていきます。

8



ART ここから

就労体験 若者カフェ

スポーツ じぶんごはん

ライフスキルコース

洋画家の才村啓さんを講師に来ていただきアート
制作をしています。制作した作品はコンクールへの
出展や作品の商品化に向けて活動をしています。

喫茶店での接客業務、それに関わる事務作業や野
菜・花などの園芸も体験できます。また運営に関わ
る機会を持ち、それぞれが自分の出番を持ちます。

臨床発達心理士の仲川宏美さんにお越しいただき、
“こころ”と“からだ”を大切にしながら冠婚葬祭や
就労のマナーなどを学びます。

心と体の健康保持を目的に取り組みます。ニーズ
に応じた内容を提案していただき毎月計画を立て
ています。新しいスポーツにもチャレンジします。

実際に自分で作り習慣化できることを目的として
います。①計画②買い物③調理④片付け⑤ふりか
えりの行程を行うことができるよう一人ひとりに
合わせたプランを提案します。

イベントの計画・準備・実践・ふりかえりの流れで当
事者が余暇活動の運営をします。自分たちが企画
から携わることで、より実践的な体験が得られます。

9
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O U R P R O G R A M S

ANY TIME

リモート型・訪問型

WEDNESDAY

発達検査・報告随時調整いたします ご予約承ります

MONDAY

TUESDAY

WEDNES
DAY

THURS
DAY

FRIDAY

アート アート キャリアカフェ ASDの会

就労体験 ここから パソコン入門 クリエバ企画室

若者カフェ 就労体験 大人SST 女子会

就労体験 スポーツ
クリエイティブ

入門
青空カフェ

じぶんごはん 就労体験 大人SST CREABAND

10:30-12:00 13:00-14:30 14:30-16:00 16:00-17:30通所型

ライフスキルコース キャリアコース ピアサポコース

■対象者

・18歳以上の①発達障害・精神疾患の診断を受けている方②その可能性のある方

・ご自身で来所が可能な方(送迎サービスはありません。あらかじめご了承ください)

■活用制度 以下のいずれかの制度を活用していただきます

①自立訓練 ②就労継続支援B型 ③大阪市障がい児等療育支援事業(大阪市委託事業)

※福祉サービスを初めてご利用の方は、申請からサポートいたします

■障害者手帳・診断について

・障がい者手帳は必要ありません

・診断の必要はありません (クリエバで発達検査・診断サポートが可能です)

■お問合せ先

ヒューマンインクルーシブセンタークリエバ

〒557-0025 大阪市 西成区 長橋 3-1-17

TEL：06-6567-7115 FAX：06-6567-7116 MAIL：creava1@humannet.or.jp

STEP1
お問合せ

STEP2
見学・体験または訪問

STEP3
ご契約

STEP4
利用開始

ご利用案内

地図QRコード
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